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西馬音内盆踊りに関する一考察（２）
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尚 絅 学 院 大 学 紀 要 第 52 集
Ⅳ．考察
西馬音内盆踊りの「音頭」と「がんけ」２つの踊りを、実際の体験と研修、学生等への繰り
返しの指導に基づいて分析・考察し、写真でのコマ送りの形でまとめた。踊りは、音頭・がん
けとも８呼間ずつの動作に分けて整理し、口唱歌との関係や足の位置・運び方を示し分かりや
すくした。足の運びは、左右の位置や動かし方だけではなく、体重移動や体重のかけ方につい
ても図の表し方に工夫を加えた。写真については、頭部の動きが見やすいように現地の鳥追い
笠を被り、頭や視線の向き及び角度が分かりやすくなるようにした。また、現地での衣装は、
西馬音内盆踊り特有の「端縫い」衣装や「藍染め」浴衣が特徴だが、写真では、腕や足の動き、
向きやねじれなどをできるだけ見やすくするために、体育着を着用し、足袋を履いた。
西馬音内盆踊りは、女振りの踊り方と男振りの踊り方があり、女振りは優雅で美しく、男振
りはややぶばって力強い。男性は、太鼓や笛、唄などのにぎやかで勇ましいおはやし役で櫓に
上る人が多く、踊り手は少ない。踊りの輪のほとんどが女性で、勇ましいおはやしと対比され、
女振りの優雅でしなやかな踊りが評されている。筆者は男性だが、指導する対象が女性中心と
いうこともあり、写真では女振りで踊っている。
女振りの特徴を捉え美しく見えるように踊るためには、漓両腕の開きを肩幅程度にし、肘を
広げすぎない、滷歩幅は一足長くらいにし、膝を開かないで踊る、澆指先がやや反って見える
くらいまで伸ばし、しなやかに腕を動かす、潺膝から下を蹴り上げるようにしてから足を動か
し、体重を乗せて移動する、潸膝を曲げて腰を落とし、横から見ると「く」の字に見えるよう
にする、澁ポーズのところでは指先に力を入れて止め、次の動きに移る時には力を抜く（これ
の繰り返し）、澀腕は肘を高く上げるようにして体からなるべく離れたところを動かし、動き
が大きく見えるようにする、などが原則となると考える。ただし、初心者にとって体得するの
が難しい動き（特に腰や体のひねりなど）は省略して、まっすぐ前を向いたまま踊るように教
え、大体の動きができてから加えるようにすると良い。また、体全体がスムーズに動くには時
間がかかるため、足は足だけ、手は手だけで別々に習得し、その後で下半身と上半身を足して
全体の動きにつなげるようにすると動きの習得が早いようである。
約700年前から伝わるとされるこの西馬音内盆踊りは、先祖代々、祖父母や父母から子ども
へと家族間で踊り方が伝わって来ており、笠や頭巾を被って顔が見えなくても、踊り方でどこ
の家の人かが分かったという。同じ盆踊りを踊っていても、家や個人で少しずつ踊り方の特徴
が違っていたようである。現在では、保存会を中心にして踊りの普及を図っていることもあり、
だんだんとその特徴は薄れてきている。教材化するためには代表的な踊り方で、誰が見ても美
しい踊りを取材・研修する必要があったが、幸いなことに「西馬音内盆踊り保存会」現幹事長
で、若い頃から踊りの名手である丸谷祐子氏に指導を受けることができた。丸谷氏の踊りは、
大げさな振りや飾りが少なく分かりやすいこと、しかも原則や基本的な動きがしっかりしてい
て美しいこと、年齢を感じさせない若々しい身のこなしができていることなど、教材化に大き
な成果を上げることができた。
今回の研究は、これまで12年間の『西馬音内盆踊り』の取材・研修、及び学生への指導の
成果を受けて、教材化に向けた、踊りや動きの分析・考察をまとめたものである。今後も西馬
音内盆踊りに関する取材・研修を継続し、踊り以外のおはやしや衣装などについても、学校教
育・舞踊教育の教材として生かすことができるよう、積極的な研究を続けていきたい。
167
安藤：西馬音内盆踊りに関する一考察（２）
参考文献
01）「西馬音内盆踊りに関する一考察」安藤正樹、『尚絅女学院短期大学研究報告第42集』、109～119、（1995）
02）『西馬音内盆踊りの記録（第２版）』西馬音内盆踊り保存会（1983）
03）『西馬音内盆踊り伝承教育資料』羽後町教育委員会・西馬音内盆踊り保存会、（1983）
04）『西馬音内盆踊り公式ガイドブック』羽後町観光物産協会、（2005）

